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御注文いただきました流量計の強度計算を下記に示します。
計算は耐圧部の肉厚計算を行い、設計圧力に対して必要最少肉厚を得、この値を
現品肉厚と比較する事により、強度が充分である事を確認しております。

*************************　流量計製作仕様　*******************************************************

流量計型式 ：
製造番号 ：
TAG NO. ：
口径 ：
流体名 ：
最大流量 ：
流量単位 ：
設計圧力 ： 0.8 ( MPaG ) 800 ( kPaG )
設計温度 ： 60 (  ℃ )
測定流体圧力 ： 0.5 ( MPaG ) 500 ( kPaG )
測定流体温度 ： 20 (  ℃ )
材料 ：

***********************　計　　算　***************************************************************

計算は JIS B 8265：2010　圧力容器の構造一般事項　による。
円筒胴（管）の計算厚さ　外径基準 Ｐ≦0.385 σa η の場合

ｔ１　＝　Ｐ　×　Ｄ０　÷　（　２× σa × η　＋　０．８ ×　Ｐ　）

ｔ１　・・・・・・・  円筒胴（管）の計算厚さ（ｍｍ）
Ｐ　　・・・・・・・　設計圧力　　 　       （ＭＰａ）
ＤO 　・・・・・・・  円筒胴（管）の外径    （ｍｍ）
σa   ・・・・・・・  材料の許容引張応力 （Ｎ／ｍｍ2）
η　　・・・・・・・　管の長手継手の効率（ 100 % = 1.0 ）

数値入力
円筒胴（管）の外径　( mm ) 34.00
材料の許容引張応力 （N/mm2） 120.00
円筒胴（管）の長手継手の効率 1.00
現品の肉厚 t2    　 ( mm ) 3.00
図面強度計算箇所記号 Ｐ

上記基準式に数値を代入計算すると

ｔ１  ＝ 0.12
ｔ２　＝ 3.0

別紙図面の強度計算箇所の現品の「肉厚ｔ２」は「計算厚さｔ１」より大きいため
充分な強度を持っている事が認められます。

mm ですので　ｔ２　＞　ｔ１ となり
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